第32回　L-band RF電子銃開発グループ会合

日程：2011年7月22日(金曜日）

時間:　13時30分より

接続: KEK-MCU3+ WEBEX

出席者：浦川、早野、渡邊、高富、栗木（KEK)、磯山、加藤、川瀬、入澤（阪大）、飯島、増元、細田（広大）

◯川瀬氏より、空洞の製作状況について報告があった.

空洞共振周波数をKEKで再測定し、1299.12MHzと目標より0.8MHz程度低下していることを確認した。ビーズ摂動により電場プロファイルを測定し、バランスがEhal/Efull~1.6とずれていることもわかった。この変化はカソード近辺が1mm程度内側に変形したことで説明がつく。外形寸法測定で0.6mm程度凹んでいる。拷問機でフランジをつかんで外に引っ張ることが必要で、治具の設計製作をすすめる。
Q:凹んだ理由に心当たりは？

A:ロウ着け時の締め込みかもしれない。どこかにぶつけたとかいうことはない。銅の高温での軟化が生じていた可能性もあるが、情報不足。

Q:カソードを調整に使えないか。

A:調整するとすれば引き抜く方向だ。いろいろ問題が生じる。

Q:拷問機で調整とビーズ測定を同時にできないか？

A:両方できたらよいが、設計の手間と測定の手間との兼ね合いで決めたい。具体的な形状については相談して決める。

Q:スケジュールは？

A:学会後にすすめたい。

C:8月後半に早野、渡邊は不在なので、具体的作業は9月以降になる。
◯増元より、CsTeカソード量子効率評価用の光学系について報告があった。

Xeランプ光源とモノクロメーターを使用して、カソード蒸着系までの光路設定をおこなった。266nmでカソード面で6μW程度だと思われる。400ÅのTe蒸着を行った後、量子効率をモニターしながらCs蒸着を行った。ピークでおよそ７％程度の効率を得た。

Q：4μAのノイズ電流は大きいがなぜ？
A:電源の内部抵抗で決まっている値。

Q:400Åは厚めだが、何か理由があるか？
A:特に理由はない。前の蒸着試験の数値を踏襲しただけだ。

C:今までの経験からは100Å程度が良い、とされている。また、上塗りは性能劣化につながるという印象だ。

Q:クリーニング用のヒーターは？

A：断線の不具合解消のための改造をおえたが、テストはまだ。

Q:真空度は？

A：開始時で1.0E-7Pa,現在は2.0E-7Pa程度。
〇早野先生よりSTFの現状について報告があった。

冷却水の修理が7/29に終了予定である。その後、クライストロンのチェックから順次おこなう。8/16-18は全所停電。８月後半は早野、渡邊が不在なので、9/5以降にRF電子銃のエージングを行う予定を考えている。
Q:拷問機の改造のため、図面を前にしての打ち合わせを行いたい。

A:学会前後に行うことを検討。

次回ミーティングは9月12日（月曜）　13時30分より。

文責：栗木　　　

